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地区自治会連合会数
自 治 会 数
加入世帯数
班（組）数

22
595

　　　178,290
11,875

世帯

つくりだそう自治の力で明るいまちを

相模原市自治会連合会 検索

　７月12日（土）に平成26年度自治会大会が市民会館ホールで開催されました。
　当日は、相模原市長をはじめ、衆・参議院議員、県・市議会議員などのご来賓及び多くの自治会員の
方々にご来場いただき、会場も一杯になるなど盛大な大会となりました。
　第１部の式典では、地域活動功労者として、個人116名、９団体に感謝状が贈呈されました。
　また、第２部の前半では、県立弥栄高等学校吹奏楽部の素晴らしい演奏が披露され、後半は、ノジマ
相模原ライズチアリーダーズSuns（サンズ）の太陽のように光り輝く情熱的な演技が披露され、会場は
大いに盛り上がりました。

皆様方の日頃からの、自治会活動への積極的な関わり、また、ご努力により、一
歩一歩、お住まいの地域も、少しずつ住みよくなっているという思いがします。市
とも積極的に連携を図りながら、自治会としてまちづくりを進めることができるこ
と、これもひとえに皆様方の日頃のご尽力の賜物と、改めて、感謝を申し上げます。
本日は、地域の中でご努力いただいている役員の方々に、ささやかではございま
すが、感謝の意味を込め、感謝状を贈呈させていただきます。本当に、ありがとう
ございます。
地域のコミュニティの大切さが言われておりますが、毎年わずかではありますが
自治会の加入率が下がってきております。これは、相模原に転入される方がまだま
だ多いためであり、私たち、みんなで努力をしながら、自治会活動の必要性を、転
入されてきた方々にご理解を頂戴したいとの思いで、昨年も、様々な活動を進めて
まいりました。
これまでも我々市自治会連合会と市は様々な協議をしながら施策を進めてきまし
たが、こうした一連の活動に対しまして、更なる連携強化を図る必要があることか

ら、昨年の８月に、市と連携基本協定を締結いたしました。
さらにこの連携基本協定を受けて、具体的に、市自治会連合会と市内の関係団体、
大学、企業等とで、自治会加入推進協議会を10月に設置し、多様な視点で促進策を
検討しているほか、11月には当協議会に参画する不動産３団体と加入促進に関する
協定を締結いたしました。今後は、こうした取り組みに基づき、新しく転入された
方を中心に、どうやって自治会に加入していただくか、皆様と対策を立てて参りた
いと考えております。
また、加入促進の具体的な協議と併せて、防災計画の検討を進めてまいります。
昨年、市は地域防災計画を改定し、さらに本年、防災条例を制定しました。市自治
会連合会も、３年前に東日本大震災が起きた段階から、地域ごとの防災・減災対策
を行うには、エリアごとの計画が必要であるとの思いがありました。今年は、地区
ごとの防災計画について、各地区において検討していきたいと考えております。
皆様方のお力添えをいただきながら、これからも、一歩一歩まちづくりに取り組
んでまいりたいと存じます。これからも、どうぞよろしくお願いいたします。

つくりだそう 自治の力で 明るいまちを

平成26年度　自治会大会が開催されました

田所会長あいさつ（要旨）
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自治会加入促
進

活動実施中！
　平成26年４月に、神奈川県宅地建物取引業協会相模北支部・相模南支部、全日本不動産協会神奈川県本
部相模原支部を通じ、各団体に加盟する約900店舗にポスター及びミニのぼりを提供し、自治会加入の啓発
をお願いしました。
　また、店舗の各店頭において自治会への加入促進活動を円滑に進めて頂けるよう、現在、各自治会の活動
などの情報を提供する準備を進めるとともに、自治会への加入を統一的かつ効果的にご案内して頂くための

マニュアル作成に取り組んでおります。
　なお、平成26年度第１回相模原市自治会加入推進協議会が
10月17日（金）に開催され、各構成団体における自治会加入促
進への取組内容などについて話し合われました。

相模原市自治会加入推進協議会構成団体
●相模原市自治会連合会　●神奈川県宅地建物取引業協会 相模北支部
●神奈川県宅地建物取引業協会 相模南支部
●全日本不動産協会 神奈川県本部相模原支部
●相模原青年会議所　●相模原市立小中学校PTA連絡協議会
●相模原・町田大学地域コンソーシアム　●相模原市

不動産店舗での自治会加入啓発の様子

相模原市自治会加入推進協議会

平成26年度  第１回相模原市自治会加入推進協議会を開催！
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自
治
会
の
加
入
率
向
上
は
、
自
治

会
活
動
が
今
後
も
活
発
に
展
開
し
て

い
く
た
め
に
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

自
治
会
活
動
の
手
引
き
の
加
入
促
進

編
に
は
、
具
体
的
な
事
例
も
含
め
た

加
入
促
進
策
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
手
引
き
に
は
、
地

域
に
お
け
る
関
係
団
体
や
助
成
制
度

な
ど
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
資
料
が
生
か
さ
れ
、
地
域
で
ご
活

用
い
た
だ
け
て
い
た
ら
幸
い
で
す
。

　

来
年
度
も
地
域
の
新
し
い
リ
ー

ダ
ー
の
皆
様
に
対
す
る
支
援
の
１
つ

と
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
い
た
だ
い

た
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
改
善
を
し
な

が
ら
こ
の
研
修
会
を
開
催
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

新
任
自
治
会
長
研
修

６
月
７
日
（
土
）、
午
後
１
時
30
分
か
ら
、

け
や
き
会
館
で
各
地
区
か
ら
選
出
さ
れ
た
委
員

が
出
席
し
、
平
成
26
年
度
定
期
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。（
出
席
86
名
、
委
任
状
提
出
24
名
）

来
賓
と
し
て
ご
出
席
い
た
だ
い
た
加
山
市

長
、
須
田
市
議
会
議
長
及
び
戸
塚
市
社
会
福
祉

協
議
会
会
長
か
ら
の
祝
辞
の
あ
と
、
門
倉
委
員

（
光
が
丘
地
区
）
及
び
嘉
松
委
員
（
東
林
地
区
）

が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
各
委
員
の
熱
心
な
討
議

の
結
果
、
次
の
議
案
・
報
告
が
可
決
・
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
議
　
案

　

①
平
成
25
年
度
事
業
結
果
報
告

②
平
成
25
年
度
収
支
決
算
報
告

③
会
計
監
査
報
告

④
相
模
原
市
自
治
会
連
合
会
規
約
の
一
部
改
正

⑤
平
成
26
年
度
事
業
計
画
案

⑥
平
成
26
年
度
収
支
予
算
案

平
成
26
年
度 

　
相
模
原
市
自
治
会
連
合
会

定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
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こ
の
欄
で
は
、
各
界
で
ご
活

躍
さ
れ
て
い
る
方
を
ご
紹
介
し

て
お
り
ま
す
が
、
今
回
は
、
清

新
地
区
に
お
住
ま
い
の
﹁
石
田

省
二
﹂
さ
ん
で
す
。

　
石
田
さ
ん
は
、﹁
相
模
原
市

陸
上
競
技
協
会
﹂
の
副
会
長
で

あ
る
と
と
も
に
、﹁
一
般
社
団

法
人
神
奈
川
陸
上
競
技
協
会
﹂

代
表
委
員
と
し
て
も
ご
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。

相
模
原
市
に
は
、
ず
っ
と
お
住

ま
い
で
す
か
？

　
出
身
は
八
王
子
市
で
す
。
大

学
卒
業
後
、
相
模
原
市
立
中
学

校
の
教
員
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
最
初
は
上
鶴
間
に
住

み
ま
し
た
が
、
結
婚
と
同
時
に

南
橋
本
に
移
り
、
現
在
で
は
、

相
模
原
に
来
て
40
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。

石
田
さ
ん
と
い
え
ば
陸
上
競
技

で
す
が
、
何
歳
頃
か
ら
始
め
ら

れ
た
の
で
す
か
？

　
陸
上
競
技
に
は「
走・跳・投
」

の
要
素
が
あ
り
ま
す
。
私
は
主

に
「
走
」
の
短
距
離
走
の
種
目

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
小
学
校
の
頃
か
ら
運
動
会
で

は
他
の
児
童
よ
り
足
が
速
く
、

中
学
校
で
陸
上
競
技
部
に
入
部

し
ま
し
た
。
入
学
し
た
年
は
第

18
回
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開

催
さ
れ
た
年
で
、
中
学
校
か
ら

50
名
の
団
体
と
し
て
、
陸
上
競

技
の
１
日
目
を
見
学
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
日
は
小

雨
で
寒
か
っ
た
の
で
す
が
、
座

席
は
聖
火
の
近
く
に
あ
り
暖
か

か
っ
た
こ
と
が
記
憶
に
あ
り
ま

す
。
100
メ
ー
ト
ル
競
走
の
第
１

次
予
選
で
ア
メ
リ
カ
の
ボ
ビ
・

ヘ
イ
ズ
選
手
や
日
本
の
飯
島
秀

雄
選
手
の
走
り
を
見
て
感
動
し

ま
し
た
。
ま
た
、
将
来
こ
の
広

大
な
競
技
場
で
走
れ
た
ら
幸
せ

だ
と
思
い
、
一
段
と
練
習
に
熱

が
入
り
ま
し
た
。

　
高
校
１
年
生
の
時
は
、
中
学

時
代
の
記
録
を
更
新
で
き
ず
悩

み
ま
し
た
が
、
冬
の
練
習
で
走

り
こ
み
と
身
体
作
り
に
専
念
し

た
結
果
、
高
校
２
年
生
で
は
10

秒
９
（
45
年
前
）
の
記
録
で
走

り
、
全
国
高
等
学
校
陸
上
競
技

大
会
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
や
国

民
体
育
大
会
に
参
加
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
大
学
で
は
、

400
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
の
メ
ン

バ
ー
に
選
出
さ
れ
、
関
東
イ
ン

タ
ー
カ
レ
ッ
ジ
２
位
、
全
日
本

イ
ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ
３
位
に
入

賞
し
ま
し
た
。

　
大
学
卒
業
後
は
中
学
校
の
教

員
と
な
り
、
陸
上
競
技
部
の
顧

問
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
自
身

も
現
役
と
し
て
生
徒
と
一
緒
に

練
習
し
、
一
緒
に
走
る
こ
と
で

生
徒
の
力
も
高
め
ら
れ
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
43
歳
で
怪
我
を

し
、
現
役
を
引
退
し
ま
し
た
。

　
現
在
で
は
、
相
模
原
市
陸
上

競
技
協
会
普
及
部
の
小
学
生
陸

上
教
室
に
指
導
者
と
し
て
参
加

さ
せ
て
頂
き
、
小
学
生
の
頑
張

り
に
感
心
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
２
年
に
は
相
模

原
市
少
年
海
外
ス
ポ
ー
ツ
交
流

事
業
で
中
国
の
無
錫
市
に
総
監

督
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

陸
上
競
技
に
関
わ
る
中
で
、印
象
に

残
っ
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

　

相
模
原
市
の
陸
上
競
技
場

は
、
以
前
は
横
山
公
園
に
あ
り

ま
し
た
が
、
麻
溝
公
園
に
相
模

原
ギ
オ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
が
で
き

た
こ
と
で
大
き
な
大
会
が
開
催

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
の
６
月
に
は
関
東

高
等
学
校
陸
上
競
技
大
会
（
北

関
東
・
南
関
東
）、
８
月
に
は

関
東
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
兼

日
本
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
関

東
地
区
予
選
会
が
開
催
さ
れ
、

無
事
に
終
了
で
き
て
良
か
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

様
々
な
活
動
を
す
る
上
で
重
要

な
こ
と
は
何
で
す
か
。

　
勉
強
は
基
礎
・
基
本
を
し
っ

か
り
と
学
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。

運
動
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

毎
日
の
練
習
の
積
み
重
ね
が
大

事
で
す
。「
走
る
・
跳
ぶ
・
投

げ
る
」
こ
と
の
基
本
的
な
動
き

を
大
切
に
し
て
練
習
す
る
こ
と

が
重
要
に
な
り
ま
す
。

今
後
の
抱
負
は

　
現
在
で
は
大
き
な
大
会
と
な

る
と
大
体
横
浜
市
で
開
催
さ
れ

ま
す
が
、
相
模
原
市
内
で
も
大

き
な
大
会
を
開
催
で
き
る
よ
う
、

審
判
技
術
の
向
上
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
審
判
員
は
専
門
的
な
器
具
の

操
作
な
ど
、
審
判
技
術
が
向
上

す
る
こ
と
で
、
学
ぶ
こ
と
が
沢

山
あ
り
ま
す
。
相
模
原
市
の
競

技
場
で
育
っ
た
選
手
が
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
や
世
界
選
手
権
で
活

躍
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が

私
の
夢
で
す
。

石田	さん（清新地区）
56

市自治会連合会ホームページを
リニューアルしました！
市自治会連合会ホームページを
リニューアルしました！
市自治会連合会ホームページを
リニューアルしました！

　相模原市自治会連合会ホームページでは、市自治会連合会の概要や様々な自治会活動の
紹介のほか、地区自治会連合会のお知らせなど各種情報提供を行ってまいりました。
　このたび、自治会加入促進につなげるため、相模女子大学（情報メディア学科）との
連携により、大学生の目線で内容を見直しました。未加入者の多い若い世代に自治会の
魅力を伝えるホームページへとリニューアルを実施しましたのでご活用ください。

❶地域の自治会活動・イベント情報を発信
　地域の自治会活動の発信コーナーやイベント
情報など、地域ごとに魅力的な情報を発信し
ます。また、市、地域情報紙（相模原市印刷
広告協同組合）、市内各観光協会へのリンク
も追加し、ますます地域を身近に感じられる
ホームページになりました。

❸地区ごとの自治会の区域図を掲載
　相模原市に転入された方が、お住まい
の自治会を確認することができるよう、
地区自治会連合会で作成された区域図を
掲載しました。

※独自に区域図を作られていない地区
もあります。

❹地区ごとの防災マップを掲載
　地域にお住まいの皆さんが、いざという時必要な避難場所などの
情報を確認することができるよう、地区自治会連合会において作ら
れている防災マップを掲載しました。

※独自に防災マップを作られていない地区は、市ホームページの
防災施設マップへリンクを設定していますのでご覧ください。

❺地域情報紙の掲載
　各地区自治会連合会
にて発行されている
地域情報紙を、ホーム
ページに掲載しました。
各地区ごとに、生活に
密接した情報がご覧い
ただけます。

❷「とくとく情報」コーナーの新設
　自治会員限定で、未使用、または新品同様
の状態で使用可能であるものの、不必要と
なった品物の情報提供を行い、有効活用して
いただける「とくとく情報」コーナーを設け
ます。自治会員ならではの助け合いの心を生
かしてみませんか？

相模原市自治会連合会

　相模原市自治会連合会ホームページでは、市自治会連合会の概要や様々な自治会活動の

相模原市自治会連合会 検 索

各地区自治会連合会掲示板も新しくなりました！

このほか、
相模原市自治会連合会の

ホームページは、魅力的な情報を
今後ますます増やしていく予定です。

これからも相模原市
自治会連合会のホームページを
応援よろしくお願いします！
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「自治会報　さがみはら」は、皆様の会報です。
自治会・地域での様々な活動・話題などの情報や
ご意見をお寄せください。

ご案内とお願い

相模原市自治会連合会事務局
☎ 042－ 753－ 3419

E-mail:info@sagamihara-jichiren.jp

お問い合わせ

自
治
会
報
さ
が
み
は
ら
編
集

広
報
部
会
員

坂
本
　
堯
則
（
相
模
台
）

竹
田
　
幹
夫
（
星
が
丘
）

佐
藤
あ
つ
子
（
相
武
台
）

澤
塚
　
正
史
（
相
模
湖
）

阿
部
　
忠
夫
（
橋　

本
）

落
合
　
勝
司
（
津
久
井
）

手
塚
　
　
淳
（
小　

山
）

牛
尾
　
良
一
（
中　

央
）

阿
部
　
明
博
（
光
が
丘
）

佐
藤
　
重
義
（
大
野
中
）

穂
苅
　
健
二
（
新　

磯
）

嘉
松
　
　
晧
（
東　

林
）

相
武
台
地
区

自
治
会
連
合
会 

佐
藤
あ
つ
子

No.52

こ
ど
も
た
ち
で
あ
ふ
れ
て
い
た
相
武
台

相
武
台
地
区会

長

地
は
開
墾
し
た
人
の
も
の
と
な
っ
た
た
め
、

こ
の
辺
の
境
界
線
は
入
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

明
治
22
年
に
市
町
村
制
が
実
施
さ
れ
、
新

磯
村
と
な
り
ま
し
た
。

　

水
場
が
な
い
た
め
人
が
住
む
よ
う
に
な
っ

た
の
は
大
正
末
期
で
あ
り
、
昭
和
２
年
に
小

田
急
線
が
開
通
し
、
12
年
に
は
市
ヶ
谷
よ
り

陸
軍
士
官
学
校
が
移
転
し
、
昭
和
天
皇
が
こ

の
地
を
相
武
台
と
命
名
さ
れ
、
発
展
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

昭
和
36
年
よ
り
マ
ン
モ
ス
団
地
で
あ
る
相

武
台
団
地
の
用
地
買
収
。42
年
に
入
居
開
始
。

そ
し
て
53
年
に
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
と
大
型
集

合
住
宅
の
建
設
に
伴
い
、
一
挙
に
人
口
が
増

加
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
相
模
台
や
座
間
へ

通
っ
て
い
た
小
学
校
も
、
相
武
台
・
緑
台
・

北
相
武
台
・
新
磯
野
と
あ
っ
と
い
う
間
に
開

校
し
、
毎
週
月

曜
日
に
は
転
入

生
が
い
た
そ
う

で
す
。
休
み
時

間
に
校
庭
で
遊

ぶ
の
に
、
学
年

制
に
す
る
ほ
ど

生
徒
が
多
い
時

も
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
ど
も
達

が
成
長
し
た
現

在
で
は
、
人
口

の
流
出
が
始
ま

り
、
小
学
校
の

統
合
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
以
前
の
よ
う
に
こ

ど
も
た
ち
の
賑
や
か
な
声
を
も
う
一
度
聞
き

た
い
も
の
で
す
。

現在の相武台団地

相武台団地開発前の航空写真
（昭和 31年撮影　出典　国土地理院）

　

相
武
台
は
戦
後
の
街
で
あ
り
ま
す
。
今
の

と
こ
ろ
、
歴
史
や
史
跡
と
い
う
も
の
が
残
念

な
が
ら
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
昔
こ
の
周
辺
は
、
山
林
や
原
野
が
広

が
り
、
近
隣
の
村
々
の
入
会
地
（
い
り
あ
い

ち
）
で
あ
り
江
戸
時
代
に
は
前
田
家
の
狩
場

で
し
た
。
そ
の
後
農
家
の
生
活
を
支
え
た
養

蚕
業
の
増
産
を
図
る
目
的
で
桑
の
木
を
植
え

る
た
め
の
開
墾
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
土

今
夏
は
広
島
の
土
砂
災
害
を
は

じ
め
全
国
各
地
で
大
雨
等
に
よ
る

災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
災
害
は

私
た
ち
の
生
活
や
ま
ち
を
一
変
さ

せ
て
し
ま
い
ま
す
。
つ
い
自
分
の

と
こ
ろ
は
大
丈
夫
と
思
っ
て
し
ま

い
ま
す
が
、
い
つ
自
分
た
ち
の
地

域
で
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
時
に
備
え
て
城
山

地
区
で
は
12
自
治
会
す
べ
て
に
簡

易
無
線
機
を

配
備
い
た
し

ま
し
た
。
各

自
治
会
へ
無

線
機
を
配
備

す
る
こ
と
で

災
害
時
の
情

報
収
集
や
情

報
伝
達
が
よ

り
確
実
に
行

え
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

今
後
も
様
々

な
訓
練
で
こ

の
無
線
機
を

活
用
し
て
い

き
ま
す
。

ま
た
、
今

年
度
は
新
し

い
取
り
組
み

と
し
て
、
城

山
地
区
内
の

自
主
防
災
隊

し
て
い
ま
す
。

今
年
の
不
安
定
な
天
候
も
一
段

落
し
た
９
月
中
旬
、
初
秋
ら
し
い

好
天
に
恵
ま
れ
て
盆
踊
り
と
運
動

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
は
、
い
ず
れ

も
地
区
内
唯
一
の
学
校
で
あ
る
向

陽
小
学
校
で
行
い
ま
す
。

盆
踊
り
は
、
校
庭
中
央
に
櫓
を

組
み
、
多
く
の
模
擬
店
も
出
店
さ

れ
、
小
山
の
子
ど
も
さ
ん
か
ら
高

齢
者
ま
で
、
多
数
の
人
々
が
集
い
、

盆
踊
り
の
定
番
曲
に
加
え
て
、
小

山
音
頭
や
小
田
急
線
延
伸
促
進
音

頭
を
楽
し
み
ま
し
た
。

運
動
会
は
、
広
い
校
庭
に
９

コ
ー
ス
の
ト
ラ
ッ
ク
を
作
る
こ
と

が
で
き
、
９
自
治
会
チ
ー
ム
が
一

斉
に
ス
タ
ー
ト
が
可
能
で
、
自
治

会
対
抗
で
競
い
合
い
、
各
自
治
会

挙
げ
て
の
応
援
で
会
場
が
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
は
地
区
自
治

会
活
動
の
ほ
ん
の
一
部
と
も
い
え

ま
す
が
、
こ
う
い
う
イ
ベ
ン
ト
で

盛
り
上
が
る
こ
と
が
自
治
会
活
動

の
大
き
な
成
果
と
も
言
え
る
と
思

い
ま
す
。

下
磯
部
は
、
西
に
相
模
川
、
東

に
鳩
川
、
北
に
上
磯
部
の
住
宅
街
、

南
は
水
田
に
囲
ま
れ
、
中
央
を
相

模
線
が
走
る
な
ど
水
と
緑
の
自
然

環
境
に
恵
ま
れ
た
地
区
で
、
７
自

治
会
、
約
１
、０
０
０
世
帯
に
よ

り
自
治
会
連
合
会
を
組
織
し
て
い

ま
す
。

相
模
川
中
流
域
の
沿
川
に
位
置

す
る
こ
と
か
ら
、「
水
の
里
」
と

し
て
、
河
川
の
施
設
や
行
事
が
多

く
あ
り
ま
す
。
河
川
施
設
は
、「
磯

部
頭
首
工
」「
床
止
め
」「
緑
道
」「
水

位
観
測
所
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

行
事
で
は
、
４
月
に
「
磯
部
頭
首

工
の
通
水
式
」「
相
模
川
芝
ざ
く

ら
ま
つ
り
」、
５
月
に
「
相
模
の

大
凧
ま
つ
り
」、
６
月
と
10
月
に

「
相
模
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
な
ど

が
行
わ
れ
、
自
治
会
連
合
会
と
し

て
地
域
の
各
種
団
体
の
皆
様
と
共

に
積
極
的
に
参
加
し
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

磯
部
頭
首
工
の
下
流
に
あ
る
床

止
め
は
、
住
宅
街
が
近
い
こ
と
か

ら
、
毎
年
水
の
事
故
が
発
生
し
、

自
治
会
の
課
題
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
各
種
団
体
と
共
に
河
川

管
理
者
に
働
き
か
け
た
結
果
、
大

型
の
防
護
柵
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
以
降
、
水
の
事
故
は
な

く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
大
き
な

課
題
は
自
治
会
だ
け
で
な
く
各
種

団
体
と
一
体
に
な
り
対
応
し
た
こ

と
が
成
果
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

今
年
度
、
下
磯
部
自
治
会
連
合

会
に
小
型
ポ
ン
プ
が
配
備
さ
れ
ま

し
た
が
、
全
国
各
地
で
自
然
災
害

が
発
生
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま

え
、
今
後
は
自
主
防
災
隊
の
一
層

の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

関
係
者
を
対
象
に
「
防
災
講
座
」

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

現
在
、
城
山
地
区
で
は
神
奈
川

県
に
よ
る
土
砂
災
害
防
止
法
に
基

づ
く
基
礎
調
査
が
行
わ
れ
て
お

り
、
今
後
警
戒
区
域
等
の
指
定
に

向
け
た
作
業
が
行
わ
れ
て
い
く
予

定
で
す
。

ま
ず
は
自
分
た
ち
が
住
ん
で
い

る
と
こ
ろ
を
知
り
、
知
る
こ
と
に

よ
っ
て
災
害
に
備
え
、
地
域
の
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
さ
ま
と

一
緒
に
災
害
に
備
え
、「
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
時
に

備
え
て

　
城
山
地
区
自
治
会
連
合
会

会  

長
　
水
戸
　
　
隆

自
治
会
と
地
域
の

団
体
と
の
協
働
で
、

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
！

　
新
磯
地
区
自
治
会
連
合
会 

　
自
治
会
法
人 

下
磯
部
自
治
会
連
合
会

会  

長
　
齋
藤
　
祐
吉

共に一体となり、活動する下磯部の皆さん

無線訓練

ふるさとまつり（運動会）

ふるさとまつり（盆踊り）

小
山
地
区
は
、
Ｊ
Ｒ
相
模
原
駅

周
辺
に
位
置
す
る
、
人
口
が
約

２
万
で
、
大
小
９
自
治
会
が
あ
る

地
区
で
、
こ
の
９
自
治
会
の
全
て

が
、
独
自
に
お
祭
り
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
集
大
成

と
も
言
え
る
形
で
、
小
山
地
区
を

挙
げ
て
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
を
開
催

小
山
地
区

ふ
る
さ
と
ま
つ
り

　
小
山
地
区
自
治
会
連
合
会

　
　
会  

長
　
武
井
　
弘
吉


